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 今年度も放課後子ども教室の充実のために、「放課後子ども教室だより」を随時発行します。子ども教室訪問

の様子を中心に、開催教室でのユニークなプログラムや各教室の工夫などの情報提供をいたします。 

今回訪問した伊達市の新柱沢さくらクラブと川俣町の福田たのしい教室は、放課後児童クラブの役割を兼ねて

いる教室です。両教室とも子どもたちとスタッフとの関係がよく、元気いっぱい楽しく活動していました。 

 

新柱沢さくらクラブ 

 

 

 

 

 

 

 

福田たのしい教室 

 

 

 

 

 

 

 伊達市（５ 月 19 日） 

 新柱沢さくらクラブは、柱沢小旧校長住宅を利用して毎週

月曜日から土曜日に実施しています。夏休みなどの長期の休

業日にも対応しています。子どもたちは教室に来ると、着替

えをすませ、すぐに宿題に取りかかりました。終わった順に

友達と仲良く読書をしたりお絵かきをしたりして遊びまし

た。スタッフは子どもたちに寄り添い、やさしく言葉かけを

しながら関わっていました。新柱沢さくらクラブでは、月に

１回地域ボランティアとの交流事業を実施しています。昔の

遊びやゲーム、お話し会、工作などでお年寄りと一緒に楽し

む企画です。子どもたちもお年寄りも交流事業を楽しみにし

ています。 

 川俣町（５ 月 27 日） 

 福田たのしい教室は、福田小の図工室を利用して実施して

います。児童クラブの役割も兼ねており、毎週火曜日から金

曜日まで実施しています。子どもたちは教室に来るとすぐに

宿題に取りかかりました。終わった順に校庭や体育館で元気

に遊んでいました。若い指導員さんが子どもたちと一緒に遊

んでくれるので、子どもたちは活気に満ちあふれています。

月に１回ほどコーディネーターが中心となり子どもたちが

楽しめる企画を計画しています。昨年度は、お菓子作りや乗

馬体験を行ったそうです。今年度は、地域の伝統文化である

祭り太鼓など取り入れたいと考えています。 
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